
⚫サステナビリティ推進体制

社内での議論、承認
社会課題の抽出

グローバルな社会課題や
ESGのトレンドを分析し、
環境、社会、経済の課題を
広範に抽出

社内外からの
意見聴取、
重要性の評価
ESG投資家を中心とした
外部（ステークホルダー）の
重要度と自社へのインパクトの
観点から、社会課題を整理

マテリアリティの特定

当社グループにとっての重要性、
及びステークホルダーの皆様に
とっての重要性の2軸で、
重要課題を検討、特定

Step 1 Step 2 Step 3 Step 4 

取締役会

経営理念浸透・人材強化 働き甲斐のある会社創造 社会貢献 ガバナンス強化 マーケティング強化

ਓؒྗ඼࣭ ಇ͖ํ඼࣭ ࣾձݙߩ඼࣭ ϓϩςΫτ඼࣭ ϚʔέςΟϯά඼࣭

サステナビリティ委員会

サステナビリティ委員会からのメッセージ

マテリアリティの特定プロセス
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ࣾάϧʔϓ͸ɺίϯαϧςΟϯάのݯઘͰ͋る
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ςϦΞϦςΟΛɺ2020年౓にಛఆ ·͠͠ ͨɻϚς
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େ͖͍ࣾձ՝୊Λந出ͯ͠ ͓Γ·͢ɻ
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当社グループにおける3つのマテリアリティ（重点領域）と取り組み

OVS SVTtBJOBCJMJtZ ʗαεςφϏϦςΟܦӦ

2024-2025の取り組み 現状の取り組み 今後の取り組み SDGsとの関連

気候変動への対応を事業継続に影響を及ぼす重要な
経営課題であると認識し、特に不動産に関連した事業
活動に伴い排出されるCO2が、気候変動に影響を与え
る主要なリスクととらえています。そのため、環境に配
慮した取り組みを資産価値の向上と社会的課題解決に
貢献できるものと位置付け、取り組んでいます。

「ADVANTAGE CLUB」のテナントと連携した節水や廃棄物削
減の推進
土地活用や建築サポートの現状分析、提案にESGの観点も取
り入れ、環境負荷の少ない資材、塗料、設備等の活用の推進
水環境の保全に配慮した建物や街作りの推進
廃棄物や温室効果ガス排出量の削減

⚫

⚫

⚫
⚫

「ADVANTAGE CLUB」の物件における再生エネルギー100%化の推進
「気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）」提言への賛同及び情
報開示

⚫
⚫

⚫
⚫
⚫
⚫

⚫
⚫
⚫
⚫
⚫
⚫

代表自らが行う蓮見塾（理念研修）や朝礼による理念の浸透
育児休暇取得の推進
65歳定年以降の継続勤務を可能とする嘱託社員制度の充実（制限撤廃）
ペット殺処分ゼロを目指す団体や、こども食堂に加え、ひとり親家庭をは
じめとする貧困世帯の子どもたちを支援する団体へ収益の一部を寄付
及び物資支援、社員自身が行うボランティア活動による支援
外部の教育機関を活用した管理職育成の強化
健康経営宣言と健康診断100％受診の実施
港区地域清掃ボランティア活動の実施
幹部人材の育成
多様な働き方をしている社員事例共有（理解促進）
時間単位有休の新設

当社グループは、社員自身が社会貢献活動を通じて人
間力の向上を目指す取り組みを強化するとともに、お
客様の多様な価値観を受け止め、財産の課題解決を行
うために不可欠なダイバーシティの推進について、女性
をはじめとする多様な人材が働きやすい環境を整備し
てまいります。

⚫

⚫

⚫
⚫

⚫
⚫
⚫
⚫
⚫

ペット殺処分ゼロを目指す団体や、こども食堂に加え、ひとり
親家庭をはじめとする貧困世帯の子どもたちを支援する団体
への継続的な寄付及び物資支援、ボランティア活動の拡充
女性の活躍推進（女性従業員比率を約30％から35％へ、女性
管理職比率を約19％から25％へ）
職場アンケート等による従業員の声を重視した職場風土改革
外部の教育機関、DX、CEC（コンサルティングエデュケーション
センター）連携による、コンサルタント育成のさらなる強化・推進
運動機会促進、食事指導等さらなる健康経営の促進
キャリア形成支援研修（女性、若手社員中心）の継続的実施
休職時や復職時の職場を支援する手当て等の新設
ハラスメント対策のさらなる強化・推進
障がい者雇用の推進

⚫

⚫
⚫

ホスピスやグループホーム等の介護施設や障がい者施設、クリニック等
の公共公益性の高い施設での不動産活用による社会福祉への貢献に加
え、商業施設の誘致等、不動産活用による地域社会の活性化に貢献
財団の設立支援によって社会に還元する仕組み作り
地域創生事業における公共団体、金融機関、企業等のパートナーとの連
携による街作りと地域雇用創出への貢献

地域社会は、お客様ご自身、ご家族、大切にしている会
社や従業員の方々等、すべての人の生活、社会・経済
活動、お客様が幸せな人生を送るための重要な基盤で
あると位置付けております。地域社会において、お客
様が幸せに暮らし、かつお客様の財産の価値向上につ
ながるよう、地域社会との関わりを推進してまいります。

⚫

⚫
⚫

指名委員会を設置し、取締役候補者の決定及び後継者計画（サクセッ
ションプラン）等を審議することにより当社グループの適切な経営体制を
構築
コンプライアンス委員会を設置し、公正かつ誠実な経営を実践
当社の取締役が受ける報酬等の基本方針に関する事項につき協議する、
報酬諮問委員会を運営

当社グループは、コーポレート・ガバナンスを、透明・公
正かつ迅速・果断な意思決定を行うための重要な仕組
みとして認識しております。指名委員会による取締役候
補者の決定、報酬諮問委員会での審議による役員報酬
の決定、取締役会実効性の評価等を実施しております。
また、代表取締役社長、常勤取締役、各執行役員事業
本部長及び外部法律専門家である弁護士で構成する
コンプライアンス委員会を設置し、法令・企業倫理遵守
を推進する体制を構築しております。

E
脱炭素社会、
循環型社会の実現

EOWJSoONeOt

S
多様な人材が
活躍できる
社会の実現

SocJBM

S
パートナーシップを
重視した事業活動

SocJBM

G
ガバナンスの
継続的な向上

GoWeSOBOce
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⚫1人当たり営業利益（連結）

  取り組み
ɾஉঁฏ౳の௞੍ۚ౓
ɾධՁ੍౓のຖ年のݟ௚͠
ɾࣾ һג࣋ձの঑ྭۚの֦େ
ɾ݈ ਍அड਍཰100�ʢ࿈݁ʣ߁
ɾ༗ٳऔಘ཰71 ʢ̀単ମʣ

  取り組み
ɾ୭΋͕ಇ͖΍͍͢ڥ؀の੔උ
ɾঁ һൺ཰32ˋʗۀैੑ

2027年຤໨ඪ35 ʢ̀࿈݁ʣ
ɾঁ ੑ؅ཧ৬ൺ཰18ˋʗ

2027年຤໨ඪ25 ʢ̀࿈݁ʣ
ɾஉੑのҭٳࣇՋऔಘのਪਐ

  取り組み
ɾ࿑ಇ࣌ ɾؒ࿑ࡂの؅ཧ
ɾ݈ の؅ཧ߁
ɾϋϥεϝϯτ૬ஊ૭ޱのઃஔ
ɾετϨενΣοΫの࣮ࢪ

  取り組み
ɾཧ೦ݚमʢ࿇ݟक़ʣ
ɾऩӹのҰ෦د෇
ɾϘϥϯςΟΞ׆ಈ

  取り組み
ɾϛεϚονのݮ࡟
ɾ༏लͳਓࡐの֫ಘ
ɾԠื਺の૿Ճ
ɾ࠾༻཰のվળ

  取り組み
ɾίϯαϧλϯτҭ੒
ɾװ෦ਓࡐҭ੒
ɾڭҭҭ੒のD9Խ
ɾ֊૚ผݚमの࣮ࢪ

青山財産ネットワークスグループの持続的な成長の実現

人的資本への投資

リスク管理

教育 採用

人間力向上

ダイバーシティ

従業員
1人当たり

営業利益の
向上

財・体・心の
充実・拡大

人材戦略の考え方と人的資本への投資
ɹ౰ࣾάϧʔϓに͓͍ͯɺίϯαϧςΟϯάの
ࢿӦܦΊͯॏཁͳۃ͸「ຊࢿਓత」ઘͰ͋るݯ
ຊͰ͢ɻࣾ һのೳྗͱਓؒྗΛߴ্ͤ͞޲඼
࣭ͳαʔϏεΛఏ͢ڙるͱͱ΋にɺࣾ һのଟ༷
ੑΛߴΊる͜ͱͰ͓٬༷の༷ʑͳՁ஋؍ɾ͝ ཁ
๬にԠ͑ɺ࢈ࡒίϯαϧςΟϯάの Β͞ͳるߴ
෇ՃՁ஋ԽΛଅͯ͠ ·͍Γ·͢ɻਓతࢿຊ΁の
౤ࢿ͸جۀࣄ൫΍その౔୆ͱͳるαεςφϏ
ϦςΟܦӦ΁の౤ࢿͰ͋Γɺ౰ࣾάϧʔϓ͕࣋
ଓతに੒௕ͯ͠ ͍ͨ͘ΊにෆՄܽͳ΋のͰ͢ɻ
ਓతࢿຊ΁の౤ࢿにର͢るϦλʔϯの૯߹త
ͳࢦඪͱ͠ ͯɺै རӹΛϞۀһ1ਓ౰ͨΓӦۀ
χλʔͯ͠ ͍͖·͢ɻਓతࢿຊに関͢る֤ࡦࢪ
のਐḿによΓɺै ޲རӹのۀһ1ਓ౰ͨΓӦۀ
্Λ໨ࢦ ·͢͠ɻ
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2022年 2023年 2024年
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2020年

5.28
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⚫CO2総排出量比率
 （2024年）

物理的リスク
移行リスク

対象となる
気候変動リスク 概要

物理的リスク
移行リスク

移行リスク
（法規制）

サステナ
ビリティ
委員会

リスク管理
体制

不動産
プロジェクト
諮問会議

コンプ
ライアンス
委員会

⚫CO2排出量の推移 [tCO2]

⚫TCFDに関するリスク管理体制

2020年

87

3,952

0.0846
0.0836

0.0775
1,456

2021年

101

4,265

1,480

2022年

101

4,121

1,666

Scope 1＆2
Scope 3 「ADVANTAGE CLUB」に関わる排出量 

CO2

排出量
[tCO2]

CO2

排出量原単位
[tCO2/㎡]

Scope 3 その他による排出量 
CO2 排出量原単位 [tCO2/㎡]
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TCFDへの賛同

指標と目標

　当社グループは、「気候関連財務情報開示タ
スクフォース（TCFD）」提言への賛同を表明しま
した。当社グループは、土地やその他天然資源
などのエネルギーを利用した事業活動を行っ
ており、気候変動への対応は事業継続に大き
な影響を及ぼす重要な経営課題であると認識
しています。環境に配慮した取り組みを資産価
値の向上と社会的課題解決に貢献できるもの
と位置付け、お客様・テナント様のニーズに応
えることを目指します。

ガバナンス
　当社グループは、気候変動への対応に関す
る課題全体について、方針及び重要事項を取
締役会で審議し、決定しています。

リスク管理
　当社グループ全体に関わる中長期的な視点
での気候変動リスク・機会についてはサステナ
ビリティ委員会が統括し、取締役会と連携する
体制で監督・モニタリングを実施し、経営戦略
への反映を行っていきます。
　また、不動産ソリューションサービスで取り扱
う、都心部の高価な不動産においては、不動産
プロジェクト諮問会議、コンプライアンス委員会
を設置し、所定の条件を満たす案件に関して気
候変動リスク・機会を含めたリスク管理を個別
に実施しています。

取締役会で決議する目標の進捗管理や
評価などを目的として、持続可能な成長
基盤の構築を目指すとともに、サステナ
ビリティの方針や戦略、施策について監
督・モニタリング機能を有する。

当社または当社の組成する不動産投資
ファンドの保有する不動産の仕入れ適
格物件の選定ならびに販売用不動産の
売却方法及び条件を審議。その中で不
動産の資産性（利回り・運用・出口戦略
など）に関わる気候変動リスクについて
も審議する。

代表取締役、常務取締役、各執行役員
事業本部長及び外部法律専門家である
弁護士で構成。法律を遵守する公正で
誠実な経営の実践を目的に、経営上の
リスクの認識、対応策案の作成、再発防
止策の審議・報告等を実施する。

　当社グループのCO2総排出量は、事業規模
の拡大や社員数の増加などに伴い、増加傾向
にあります。しかしながら、省エネルギー設備
の導入や電力契約をカーボンフリープランへ
変更することにより、㎡当たりのCO2排出量

（CO2排出量原単位）を削減しています。
　2030年または2050年に向けたCO2排出量削
減目標につきましては、現在検討を進めていま
す。今後も継続的にTCFD開示に取り組み、排
出量抑制の施策を継続・拡大し、気候変動リス
クへの対応を行っていきます。

OVS SVTtBJOBCJMJtZ ʗαεςφϏϦςΟܦӦ

戦略
　不動産業界（不動産小口化商品）におけるバ
リューチェーン上のリスクと機会について、事
業特性や政治・経済・社会情勢などのビジネス
を取り巻く環境を考慮したリスクの分析と、各リ
スクが事業へ与えるインパクトについてシナリ
オ分析を行っています。

2020年
0

2,000

1,000

0.065

3,000

4,000

0.07

5,000

0.075

6,000

0.08

7,000CO2

排出量
 [tCO2]

CO2

排出量原単位
 [tCO2/㎡]

0.085

87

3,952

0.0846
0.0836

0.0775

0.0659

0.0719

1,456
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